
 
ＭＲＩ対応植込み型不整脈治療デバイス装着患者のＭＲＩ検査依頼時の注意点について  

 

これまで、ペースメーカ装着中の方は、ＭＲＩ検査を受けていただくことができませんでした。近年、ＭＲＩ検査に対応したペースメーカが登場し、検査を受けて 

いただくことが可能になりました。ただし、ＭＲＩ対応のペースメーカであっても、そのままＭＲＩ検査を受けることはできず、検査直前に MRI検査モードに切り替え 

る必要があります。また、ＭＲＩ検査が終わったあとは、ペースメーカを通常モードに戻し正常に動作することを確認しますのでご安心ください。 

当院の放射線科では、循環器内科と連携してＭＲＩ対応植込み型不整脈治療デバイスを装着中の患者様に対し、関連学会が定めるガイドラインに沿った 

安全なＭＲＩ検査を実施しております。検査当日は、ペースメーカ手帳 および ＭＲＩ対応植込み型機器カードの確認が必要となるため患者様に必ずご持参 

いただきますようお願い申し上げます。手帳やカードで型式が確認できない場合や以下の注意事項に該当する場合は、ＭＲＩ検査を受けることができません。 

また、ＭＲＩ対応であっても、製品によっては撮像範囲や撮像法に制限があるため、目的とするＭＲＩ検査が行えない、あるいは得られる情報が限定されること

もありますのでご了承ください。 

 

 

 ３テスラ MRI装置対応のペースメーカ手帳および 

条件付きＭＲＩ対応植込み型機器カードを所持していない。 

※装着機器が 「ＩＣＤ」、「ＣＲＴ-Ｄ」、「ＣＲＴ-Ｐ」の場合は、 

検査予約をお受けできません。  

 ３テスラ MRI装置非対応の残存リードが体内にある。 

 植込みから６週間未満。  

 検査当時の放射線科医師の診察にて検査不可と判断された場合。 

不明な点につきましては放射線科受付までお問い合わせください。  

電話番号：0942-22-6956（直通／FAX)  

ペースメーカ手帳 

（３テスラ MRI対応機器に限る） 

条件付きＭＲＩ対応植込み型機器カード 

（３テスラ MRI対応機器に限る） 

注意事項 
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